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東病棟カンファレンス記録

平成　19年　１月６日（土）　　　　　　　　司会　田中　裕子　記録　田中　裕子
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＜連絡事項＞

・書初め大会の投票について

　　職員は1月6日～12日までの間に集会場に掲示してある書初めを鑑賞し投票用紙に記載し

タイムカ－ド前に設置してある投票箱に入れて下さい。投票用紙は各病棟Gに配布してあ

ります。

・平成19年度　日本精神科看護協会の入会について

　　継続する方・新規入会の方は病棟ＧOMに1/11(木)までにお知らせ下さい。入会金の11000

円は15日(月)までとします。

・栄養管理室から

　　粗キザミの試食を1/10(水)のカンァレンスで行ないます。

　　1/1から栄養管理実施加算を取れる事になりました。その為、患者様全員の栄養管理を行

っていく必要があります。BMIを計算する為、身長測定を実施します。

東病棟は身長測定実施予定日を1/10(水)、11(木)　16時からと栄養管理室にGOMがメ－

ルします。実施日が決定したらスム－ズに出来るよう協力しましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 見付　喜久様～本日、療養環境変更の為、合併症室から南Cユニットに転出予定です。

· 松橋　繁雄様～昨日、尿検査で尿糖4(+)　入院時採血(1/4)で血糖値230mg/dl　糖尿病の既

往は無いとの事ですが、早朝尿検査と1/9(火)7時　糖セット採血の指示が

あります。現在、点滴療法実施中ですがペンライブ500ml→キシリト－ル

500mlに変更しています。食事は常食のままで、尿検査と糖セットの結果

が届いたら三上先生に診察して頂き指示を仰いでくださいと主治医からの

指示があります。糖セットの結果はFAXで依頼しています。

注)　1/10(水)のリ－ダ－は結果を主治医に報告し、三上先生の診察をお願いします。

· 澤田　正人様～1/5(金)青森労災病院（糖尿病・内分泌内科、消化器内科）受診されていま

す。1月12日(金) 糖尿病・内分泌内科　入院予定の為、当院は退院とな

ります。当日は8:30までに青森労災病院に行かなくてはならず、妹様に連

絡しています。糖尿病・内分泌内科からの返事では、肝硬変症があり血糖

も元々不安定な患者様である為、生活環境が整うと更に低血糖になる可能

性が高いと考えられると言う事です。指示はノボリンR　20－20－20  

 就床前ノボリンN　20　の指示ですが、1/6、7日は数値に関わらず日・

当直医(千葉良先生)に報告しインスリンの指示を仰いで下さい。(千葉良先

生からの指示です)又、就床前は食後2時間(20時)です。

1/8(月)の日勤はその都度医師に確認し指示を仰ぎます。低血糖出現し医師

から20%ブドウ糖20ml静脈注射の指示がある時は、患者様用に20%ブド

ウ糖20ml　5AをBスタッフオフィス常備の所に置いています。使用時に

処方箋を医師から頂いて下さい。又、在庫がなくなった時はA・合併症の

救急カ－トに1Aずつ常備があります。それでも不足の時は薬局です。

又、就床前薬について「フラフラするし呂律が回らないから飲まない」と

訴えがあり、主治医に報告しています。1/3から減薬しているが服薬する事

を勧め、それでも拒否があった時服薬させず経過観察でよいという事です。

1/9(火)7時　定期採血の指示があります。結果はFAXで依頼しています。

又、糖尿病・内分泌内科から1/10～1/11の食事献立表記入の依頼がありま

す。(献立・材料・量)栄養管理質に依頼しています。

　　　注)　1/11(木)のリ－ダ－は栄養管理室から献立表を受け取り12日持参できるように準

備をお願いします。又、担当スタッフはサマリ－作成をお願いします。

・　坂　　貢様～本日、午前中にカラオケを楽しまれていましたが、午後、SSTでホ－ルを使

用すること、入浴もあるからカラオケセットを片付けようと川村和則様が話

したことに対し「我が歌う」と興奮して詰め寄り掴み合いとなることがあり、

スタッフ介入でお互い外傷はありませんでした。

主治医に報告しもう一度同じ行動があった時は隔離室使用しても良いとの指

示があります。変化を見逃さず、表情や異常体験に左右された行動・他者と

の接し方や口調に注意しトラブルを未然に防ぎましょう。













